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研究成果の概要（和文）：日本体育協会に所属する115団体に対してタバコ対策やアンチ・ドーピング教育実施
等のアンケート調査を行った。その結果、ニコチンがドーピング防止規程の監視対象物質であることの認知度は
低く周知する必要があった。また、喫煙者に対する取り組みが団体組織で大きく異なり、積極的な対策が求めら
れた。
 ニコチンは自律神経系に影響を及ぼすことは知られている。新体力テスト前後での唾液中カテコールアミン代
謝物の変化と心拍センサーから得られた心拍変動の周波数解析を行なった。喫煙者群と非喫煙者群共に運動後に
有意に交感神経に関わる指標が上昇した。この結果は、喫煙者の競技直前喫煙が心拍に過剰な負荷を与えること
が推測された。

研究成果の概要（英文）：(1) We conducted a questionnaire survey on tobacco control and anti-doping 
education for the member organizations of Japan Sport Association. As a result, the recognition that
 “nicotine is listed in World Anti-Doping　Agency’s Monitoring Program” was low in many sports 
associations. Tobacco control, such as education on the risk of smoking was required in the 
associations.
 (2) Nicotine is known to affect the autonomic nervous system. Changes in the autonomic nervous 
system before and after exercise were studied by salivary catecholamine metabolites in smokers and 
nonsmokers. In addition, the heart rate variability was analyzed concomitantly. As a result, the 
sympathetic nerve activity index increased after exercise in both groups. It can be considered that 
smoking prior to exercise may exert an excessive burden on the cardiovascular system. Smoking has a 
negative effect on exercise and is an act contrary to sportsmanship.

研究分野：衛生学公衆衛生学

キーワード： 健康教育　タバコ　ニコチン　ドーピング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
喫煙の健康影響は、喫煙者ばかりでなく受動喫煙による非喫煙者にもあることは事実である。喫煙率は減少傾向
を示すが、スポーツ選手に少なからず喫煙者がいることがアンケート調査からわかり、健康への影響が懸念され
る。また、ドーピング防止規程の監視対象物質でもあることから、喫煙がスポーツの価値を損ねるとこは否めな
い。さらに、運動により交感神経活動が上昇するが、ニコチンによる影響も相乗的に関わることも考えられるの
で、タバコを吸うスポーツ選手の健康も損ねるリスクがある。今回の研究結果をもとに積極的にスポーツ界でタ
バコ対策を構築することは、東京オリンピックを見据えた社会発信となり、未成年者への防煙対策ともなる。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景	

2012 年の世界ドーピング防止規程(WADA)において、ニコチンが監視プログラムに対象物質として新たに加

えられ現在に至っている。その背景は、Marclay らの研究(Forensic	Science	

International,2011;213:73-84)によるスポーツ選手の尿中ニコチン等の測定結果に基づく。WADA のニコチ

ンの位置付けは、「興奮薬：競技会(時)のみ」を対象とした薬物に含まれており、将来、禁止対象物質に

なる可能性がある。また、スポーツ基本法第 29 条にドーピング防止活動の推進が記されており、(1)ドー

ピングの検査、(2)ドーピングの防止に関する教育及び啓発、(3)その他のドーピングの防止活動の実施に

係る体制の整備等、国の在り方が述べられている。さらに、WHO と国際オリンピック委員会との合意文章

(2010 年)にある、「タバコのないオリンピック」を実現させるためには、積極的なタバコ対策が必要であ

る。このような背景のもと、二つの方向性から積極的なタバコ対策に関わる。一つ目は国内スポーツ団体

の日本体育協会に所属する団体等へのタバコ対策を中心としたアンケート調査を実施し、各団体のタバコ

対策の現状を把握することである。二つ目は、ニコチンの身体リスクとスポーツへの影響について、運動

前後の喫煙者と非喫煙者の唾液中カテコールアミン代謝物の変化及び心拍センサーから得られた心拍変動

等の結果から、タバコ製品の危険性を論じ、スポーツを通してのタバコの健康リスクを社会発信する。	

２．研究の目的	

本研究の目的は、スポーツを通してタバコ対策を積極的に推進し、喫煙者人口の減少と受動喫煙のない社

会を目指す。またドーピングの防止に関する教育及び啓発の観点から、タバコ製品の使用が①スポーツの

価値を損ねる②未成年者の悪影響を及ぼす③スポーツ選手の健康維持に影響を及ぼすことの 3 点を周知さ

せ、「タバコのないオリンピック」を目指す。	

３．研究の方法	

(1)日本体育協会加盟団体へのアンケート調査	

日本体育協会加盟団体 115 団体(中央競技団体 59 団体、都道府県体育協会 47 体育協会、関係スポーツ団体

6団体、準加盟 3団体)に対して、郵送調査法による自己記入質問調査を行った。実施期間は、2016 年 11

月 7 日に各団体に送付し、1ヶ月以内での回答をお願いした。	

アンケート内容は、❶各団体での喫煙者の把握❷受動喫煙対策❸タバコの健康教育の実施❹喫煙者への禁

煙指導❺未成年者に対する防煙対策❻アンチ・ドーピング教育の実施❼オリンピックに向けてのタバコ対

策❽ニコチンが WADA の監視対象物質になっていることの認知度❾その他(自由記述)について、❶は把握し

ているか否か、❷〜❼は有無について、❽は認識しているか否かについて尋ねた。また、それぞれの項目

には自由記述欄を設けた。アンケートの回答者は、その団体の責任者にお願いした。	

(2)運動前後の唾液中カテコールアミン(CA)代謝物の変化と心拍変動	

【対象者】男性 51 名(20±1.8 歳、20〜27 歳)、喫煙者 12 名、非喫煙者 39 名	

【運動方法】文科省が推奨している新体力テスト(反復横とび、上体起こし、長座体前屈、握力、立ち幅と

び、20m シャトルラン)	の 6 項目	

【実施方法】運動前後に唾液を約 5mL 採取(流涎唾液)した。心拍センサーは、前日から体力テスト終了後

の唾液採取まで装着した。体力テストは二人一組で実施し、得点などの評価法は実施規定に沿って行った。	

【生体試料情報等】	

❶喫煙習慣：アンケートによる喫煙習慣の有無、呼気中一酸化炭素の測定(スモーカーライザー® ︎)、唾液中

コチニン濃度(EIA 法)	

❷運動評価：	

唾液試料：CA 代謝物の VMA(Vanillylmandelic	acid)、MHPG(3-Methoxy-4-hydroxyphenylglycol)及び

HVA(Homovanillic	acid)の測定(高速液体クロマトグラフィー法)	、Cortisol 測定(EIA 法)	、pH 測定(pH



メーター)	

心拍：胸部に心拍センサー(WHS-1)を装着し、心拍変動を RRI 解析ソフトで解析し、RRI、CVRR 及び LF/HF

の各指標を算出	

４．研究成果	

(1)日本体育協会加盟団体へのアンケート調査	

アンケートの回答数(率)は 115 団体中 56 団体(48.7%)であった。❶〜❽の結果を表 1に示した。団体に関

係する選手や役員などの関係者の喫煙状況把握で喫煙率が記されていたのは2団体(10.0%,14.8%)のみであ

った。また、アンチ・ドーピング教育に関しては、ほとんどの団体で行われていたが、ニコチンがドーピ

ング防止規程の監視対象物資であることの認知度は低く、周知する必要があった。喫煙者への禁煙教育の

実施も十分に行われていない現状が抽出された。従って、今回のアンケート調査結果から、喫煙者に対す

る取り組みが団体組織により大きく異なっていることから、日本体育協会で、防煙教育を始めタバコ対策

の方向性を示す必要がある。	
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(2)運動前後の唾液中カテコールアミン(CA)代謝物の変化と心拍変動	

❶喫煙習慣等のパラメーター	

	 	 表 2 に各指標の結果を示した。両指標共に体力テスト前の結果である。喫煙者において呼気中一酸化

炭素濃度(CO 濃度)の平均値は非喫煙者レベルであったが、その背景として加熱式タバコ使用者がいたこと

が考えられる。コチニン(Cotinine)はニコチンの代謝物であり、喫煙習慣のパラメーターとして用いられ

ており、喫煙本数や喫煙から唾液採取までの時間などに依存する。	
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❷運動評価パラメーター	

唾液試料：	

唾液中 CA 代謝物として、Noradrenaline 代謝物である VMA 及び MHPG を、また Dopamine 代謝物の HVA を測

定した。さらに副腎皮質由来の Cortisol の測定と唾液 pH の測定も行なった。その結果を表 3 に示した。

体力テスト前後で MHPG、Cortisol は有意に上昇した。MHPG は運動負荷で交感神経活動が活性化し、Cortisol



は身体的あるいは精神的なストレスで上昇する結果と考えられた。	

心拍解析：	

心拍変動指標は、RRI、CVRR、LF/HF の 3 指標を求めた。表 4 に結果を示したが、これは唾液を採取してい

る時間の心拍変動を抽出して解析を行った結果である。心拍変動の周波数解析において、LF/HF は交感神経

活動を表す指標である。喫煙者と非喫煙者での比較では、いずれの指標も有意差は見られなかったが、運

動前後において、3指標共に有意差が認められた。特に LF/HF が運動後に喫煙者では約 5.6 倍、非喫煙者で

は 2.6 倍上昇しており、喫煙者での変動が著しかった。	

� �


�� &�%"C��# &�("C��" >*���$

�
�� &�'"C��# &�($C��" >*���$


�� (�!&C$�  &�%'C&�! >*��� 

�
�� %�$$C"�&  "�#'C%�$ >*��� 


�� $!�"�C'#�$ %��$ C$'�" <@

�
�� ' �(!C "(�& &&�''C !%�# <@


�� $�""C%�� #�&'C%�! <@

�
�� "�#&C"�( "�!%C!�& <@


�� ��"&C��! ��&!C��# >*���$

�
�� ��""C��! ��%!C��# >*��� 

.2+�<8�;/�

,=?A9@=:�D8�6/�

�"���GFH��E���
��E��

�39:5=B=<E�	�������

>.

0.1-�<8�;/�

<@)<=A�@98<97954<A

20+�<8�;/�

	

	

� �

��� %�$�&%:&��' #"��'':#��' 7(����

���� %#��% :'��� #$#�#�:$��! 7(����

��� &��: �� "�!: �" 7(����

���� &��": �! !�#$:��� 7(����

��� !�##:��$ �'�'!: ��' 7(����

���� #�"%:$� �"�"':�%�% 7(����

..,�48�

)/..

-*�+*

�02316965;�	���
�
�

�"���=<>��;������;��

	

	

(3)体力テスト結果	

今回用いた運動指標は、文科省が平成 11 年から用いている新体力テストで、心肺持久力(20m シャトルラン)、

筋パワー(立ち幅とび)、筋力・筋持久力(握力、上体起こし)、柔軟性(長座体前屈)及び敏捷性(反復横とび)

などの体力評価ができる。また、全国で実施された結果とも比較ができる。今回の対象者の結果と全国平

均を表 5に示した。喫煙者と非喫煙者には大きな違いはなかった。	
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(4)総括	

オリンピック競技種目団体を含め、全てのスポーツ団体において、未成年者への防煙対策、喫煙者への禁

煙指導及び受動喫煙対策など、スポーツを通して積極的に行うことが必要である。特にアンチ・ドーピン

グの観点からタバコ(ニコチン)の有害性を示す必要がある。	

さらに、運動することで交感神経活動が活発になるが、唾液中 CA 代謝物の MHPG や Cortisol などの指標が

運動後に有意に上昇すること、心拍変動の周波数解析で LF/HF の交感神経活動指標が有意に上昇すること

などが明らかとなった。喫煙者は、タバコ煙中の様々な有害物により心血管系に影響を与えており、運動

による負荷に加えて喫煙による相乗的な負荷により、健康リスクが増大することが考えられる。	
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